
 

 

 

 

 

 

 

 
 
前回に引き続き，校区の広域化に伴う児童の安全対応に関連して，「注意箇所マップ」（第 2号に

掲載）の確認と，新たな道路標示・警戒標識等の設置による交通安全対策について協議を行いま 

した。 

 
 

 
○「注意箇所マップ」について 

 統合後の生出小安全マップとして活用することになった「注意箇所マップ」の内容を確認し， 

新たな注意箇所の情報は，学校または教育委員会に連絡することとなりました。 

 

○ 道路標示，警戒標識等の設置について 

 太白区道路課，南警察署，事務局合同で通学路の現地踏査を行った 

ところ，道路を視覚的に狭く見せて，運転者に減速を促す道路標示 

「ドットライン」設置の提案があり，統合準備委員会で協議した結果， 

次の場所に設置を要望していくことになりました。 
 

①県道仙台村田線・生出森八幡神社前のカーブ 

②県道仙台村田線・ローソン仙台坪沼店南側のカーブ 
 

 また，学区内の交通安全対策として，交通量の多い道路に「通学路」 

警戒標識を設置することについては，今後，太白区道路課や南警察署， 

学校間で協議し，必要な箇所へ設置していくことになりました。 

 

＜委員の主な意見＞ 

・生出小北側の「たくみ商店」前の交差点は，長町方面からの車両が確認しづらい箇所であ 

ることから，カーブミラー設置を申請しているが，まだ設置されていないので，今後，設置

に向けて協力をお願いしたい。 
 

・国道 286 号から迂回して，南赤石町内に速度を上げて進入してくる車両があるので，速度

規制標識等を設置してほしい。 
 

・生出小付近への大型車両の通行規制はされているが，登校時間内に通行する大型車両が多

いので，何らかの手立てをお願いしたい。 
 

・通学時における大雪や土砂災害等の緊急時の安全対策が必要であり，教育委員会として， 

しっかりとした体制がとれるようにしてほしい。 

 

（事務局から） 

  上記の「カーブミラー」と「速度規制標識」の設置及び「大型車両通行規制」については，

太白区道路課や南警察署に確認します。 

通学時における緊急時の対応については，学校と教育委員会が連絡を密にし，常に情報を共

有しながら，児童の安全確保が図れるよう努めています。 
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◆坪沼小と生出小の統合準備の状況を保護者・地域の皆様にお知らせします◆ 

日時：  ～ 
場所：坪沼コミュニティセンター 第３回統合準備委員会が開催されました 

児童の安全確保について 

ド ッ ト ライン 

「 通学路」 警戒標識 

TEL:214-8432


 
 

○ 児童間交流 

【1 回目 6/6(金) 5・6 年「スポーツ交流」】 

   両校児童の混合チームで作戦を立て，「キンボール」や「風船バレー」 

ゲームで体をたくさん動かした交流を図りました。解散するときには， 

坪沼小児童が生出小児童をバスまで見送り，別れを惜しんでいました。 
 
【2 回目 7/11(金) 全学年「よつばフェスティバル」】 

「坪沼小と心を一つにして，よつばフェスティバルを大成功させよう」 

をテーマに，「フリスビー」「もぐらたたき」「バルーンアート」「空気砲」 

などのお店を両校の児童が運営し，幼児学園，地域の方々と楽しく過ごし 

ました。 
 
○ 両校合同会議 

   両校の良さを教職員全員で話し合いながら，新たな学校づくりについて意見を出し合い，新しい

生出小の教育活動及び地域連携を推進していくことを確認しました。 
 
○ 父母教師会 

   8 月 26 日に 2 回目の合同役員会を行い，組織・規約の改正，記念行事の開催時期や内容，広報紙

に掲載する統合関係情報や社会学級のあり方などについて話し合いました。 
 
○ 学区民体育振興会 

   7 月 15 日に 2 回目の合同会議を行い，坪沼体振は一地区として生出体振に加わることになりまし

た。今後のスポーツ交流については，来年度の新組織において検討していくことになりました。 

 

 
  
◇ 来年度の通学支援はどうなるのか。 

  現在，地域の公共交通である坪沼乗合タクシーの運営について，坪沼乗合タクシー運営協議会と 

市担当課が，保護者も交えて協議を行っていますので，その動向を注視しながら，来年度の通学支 

援について調整をしていきます。 
 

◇ 放課後の児童の居場所について検討してほしい。 

児童館設置基準により，生出地域の設置は難しいことから，「放課後子ども教室」や「マイスクー 

ル児童館」について検討していきます。 
 

◇ 統合後の避難所はどうなるのか。 

生出地域には，小中学校・分校・市民センター・コミュニティセンターなどの公共施設があるの

で，今後，地域全体として，区役所と相談しながら，地域の方々が運営しやすい避難所とするため

に，避難所運営マニュアルの見直しを行っていただくことになります。 

また，統合後の坪沼小施設は，地域の方々が自主運営することで，補助避難所として位置付ける

ことができます。 
 

◇ 学校の歴史や記録を保存してほしい。 

保存する場所や展示内容など，どのような手法が考えられるか，皆様からご意見をいただきなが

ら検討します。 
 

 

 

児童間交流や各団体の調整が進められています 

＜次回開催予定＞ 
日時：平成 26年 11 月 27 日（木）18:30～ 

場所：生出市民センター 第一・二講義室 

 

仙台市教育委員会 一定規模確保 検 索  

※取組み内容はホームページでもご覧いただけます。 

 

その他の意見について 

キンボールで一致団結 

 

仙台市教育委員会主催の坪沼小学校閉校式を，平成 27 年 3 月に実施する予定です。 

詳細は，後日お知らせいたします。 

≪お知らせ≫ 

熱心にプラ板作り  


